
ご利用者様　春に行きたい場所
アンケート 那珂市の植物園那珂市の植物園第１位

!!行 って き
ま
し

た
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特
養
久
慈
川
荘
だ
よ
り

熱
中
症
の
予
防
と
対
策

毎
年
こ
の
季
節
に
な
る
と
、
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
熱
中
症
!!

高
齢
者
は
喉
の
渇
き
が
な
く
、

暑
さ
も
感
じ
に
く

い
た
め
、
屋
内
で

の
熱
中
症
に
な
り

や
す
く
注
意
が
必

要
で
す
。

＊
予
防
方
法

・

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
、

し
っ
か
り
と
し
た
睡
眠
を
と
る
。

・

こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
行
う
。

塩
分
や
糖
分
が
入
っ
た
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
は
体
へ
の
吸

収
も
良
い
。

・

室
内
の
温
度
と
湿
度
の
調
整
を

行
い
、
涼
し
い
所
で
過
ご
す
。

＊
も
し
熱
中
症
か
な
？
と
思
っ
た

ら

・

涼
し
い
所
に
移
動
し
身
体
を
冷

や
す
。
わ
き
の
下
、
太
も
も
の

付
け
根
な
ど
、衣
服
を
ゆ
る
め
、

う
ち
わ
な
ど
で
仰
ぎ
、
体
を
冷

や
す
。

・

経
口
補
水
液
で
水
分
補
給
を
行

う
。

＊
呼
び
か
け
に
反
応
が
鈍
い
、
吐

き
気
、
嘔
吐
、
頭
痛
、
め
ま
い
、

体
の
だ
る
さ
、
手
足
の
し
び
れ

な
ど
の
症
状
が
あ
っ
た
ら
、
体

熱
感
な
ど
熱
中
症
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
早
め
の
対
応
で
医
療
機

関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

（
医
務
室
　
寺
島
記
）

「さつきもいいよ! 」

心うきうき♪

「見に来て良かったです ! 」

真っ赤で立派なつつじでした

「きれいなバラだね～」

「今年は何をお願いしようかな？」

「きれいかな？」

ご一緒させていただいた職員一同感謝しております

皆様それぞれの願いを短冊にこめて…

「なかなか気持ちいいよ」

芦野倉バラ園

理事長宅訪問

♪バラ風呂に入りました♪
う
き
う
き
活
動

わ
く
わ
く
活
動

日帰り旅行
那珂市植物園
6月 13日

おいしいお弁当を「いただきま－す ! 」 「初めて入ったよ」

「不思議な気分だね」

毎年恒例の梅ジュース作り! 中庭にある梅をもぎり、叩いて割って
ジュースにしました。今年のジュースのお味はいかがですか？

久慈川荘（2） 令和元年 7月 20 日発行2 0 1 9



（
久
慈
川
荘
デ
イ　

齋
藤（
直
）　

記
）

（
大
子
北
デ
イ　

鈴
木　

記
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
電　話
久慈川荘
72－3122

大子北
79－1155

●吉成園　さつき見学 ●春のバスハイク

●
バ
ラ
風
呂

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
だ
い
ご
訪
問
活
動

●
手
作
り
の
柏
餅

●
春
の
バ
ス
ハ
イ
ク
in
芦
野
倉

●
七
夕
飾
り

満開の桜

道の駅「かわプラザ」で一休み…

手作りのプレゼント
ありがとう

色とりどりのバラと共に…

いい香りで気分最高!!

今年も皆さん

みんな一緒に
ソーラン・ソーラン♪

いっぱい !! 耳たぶの固さで！
よかっぺ !!（笑）

上手にできたよ～～ !

伊坂さんお世話になりました

いいがな～ !?

いつ見ても…綺麗だわね！来年も…来たいわ^m^

理事長宅訪問
「さつき」がとっても綺麗！

早くたべたいね～

久慈鮎太郎様
今年もありがとうございます。

手作りは美味いねェ！

美味しい新茶をいただきました

久慈川荘（3） 令和元年 7月 20 日発行2 0 1 9



年
号
が
令
和
と
な
り
ま
し
た
が
、
保
育

園
の
子
ど
も
達
は
明
る
く
元
気
い
っ
ぱ
い

に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

保
育
園
で
は
食
育
の
一
環
と
し
て
、
夏

野
菜
や
花
を
育
て
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達

は
毎
日
水
を
や
り
、「
花
が
咲
い
た
」「
葉

が
伸
び
た
」
と
観
察
し
な
が
ら
、
大
き
く

な
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

収
穫
し
た
野
菜
は
、
各
ク
ラ
ス
で
い
た

だ
き
ま
す
。
嫌
い
な
野
菜
も
、
自
分
達
で

育
て
た
物
は
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
で
す
。

夏
の
暑
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど

も
達
の
大
好
き
な
プ
ー
ル
遊
び
、水
遊
び
、

泥
ん
こ
遊
び
な
ど
は
、
安
全
を
確
認
し
な

が
ら
楽
し
く
行
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、

夏
ま
つ
り
や
ス
イ
カ
割
り
な
ど
、
夏
な
ら

で
は
の
行
事
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
さ

く
ら
組
（
年
長
組
）
で
は
、
お
泊
ま
り
保

育
も
行
う
予
定
で
す
。

子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
楽
し
い
夏
の
思

い
出
と
な
る
よ
う
な
保
育
を
心
掛
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
子
警
察
署
の
ご
協
力
で
交
通
安
全
教

室
を
行
い
ま
し
た
。
園
庭
に
で
き
た
横
断

歩
道
は
、
手
を
挙
げ
て
上
手
に
渡
れ
ま
し

た
。

ど
ろ
ん
こ
は

子
ど
も
た
ち
を

笑
顔
に
し
ま

す
。
か
き
ま
ぜ

た
り
す
く
っ
た

り
と
夢
中
に
な

り
ま
し
た
。

入
口
の
し
だ

れ
桜
が
子
ど
も

達
を
い
つ
も
見

守
っ
て
く
れ
て

い
る
よ
う
で

す
。桜

の
木
の
よ

う
に
大
き
く
あ

れ
!!

〈
ど
ろ
ん
こ
遊
び
〉

〈
桜
の
木
の
下
で
〉

〈
バ
ル
ー
ン
遊
び
〉

〈
動
物
園
ご
っ
こ
〉

〈
交
通
安
全
を
学
び
ま
し
た
〉

《
池
田
保
育
園
の
様
子
》

《
だ
い
ご
保
育
園
の
様
子
》

ビ
ニ
ー
ル
袋

に
マ
ジ
ッ
ク
で

好
き
な
絵
を
描

き
バ
ル
ー
ン
を

作
り
楽
し
く
遊

び
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
が
動

物
園
に
な
り
ま

し
た
。
ぐ
る
り

と
回
っ
た
ら
、

大
き
な
へ
び
!!

思
わ
ず
足
が
止

ま
り
ま
し
た
。

保

育

園

だ

よ

り
電　話
だいご保育園
72－0345

池田保育園
72－2295

う
め
組
さ
ん

が
、
さ
や
え
ん

ど
う
の
種
を
ま

き
ま
し
た
。

「
こ
こ
で
い
い

か
な
」

「
ど
ん
な
葉
っ

ぱ
が
で
る
の

か
な
」

〈
野
菜
の
種
を
ま
き
ま
し
た
〉

ひ
ょ
う
た
ん

の
種
を
ま
き
、

芽
が
で
ま
し

た
。
毎
日
「
大

き
く
育
っ
て

ね
。」
と
水
や

り
を
し
て
い
ま

す
。

〈
大
き
く
育
っ
て
ね
〉
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毎
日
ご
利
用
者
様
宅
を
訪
問
し
、
玄
関

で
挨
拶
を
し
て
「
は
ー
い
！
」
と
の
声
が

聞
こ
え
れ
ば
安
心
し
て
上
が
ら
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
が
、
返
事
が
無
い
時
は
不
安
で

心
臓
が
ド
キ
ド
キ
で
す
。
特
に
夏
の
暑
い

日
、
真
冬
の
寒
い
日
に
は
、
ど
こ
か
で
倒

れ
て
は
い
な
い
か
と
気
が
気
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

で
も
、
万
が
一
、
倒
れ
て
い
て
も
焦
ら

ず
に
救
急
車
を
呼
ん
だ
り
、
心
肺
蘇
生
法

が
出
来
た
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
え
た
り
、
気

道
異
物
の
除
去
が
出
来
れ
ば
助
け
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
全
職
員
が
一
年
お
き
に

大
子
町
消
防
本
部
で
救
急
救
命
講
習
を
受

け
て
い
ま
す
。
講
話
の
中
で
「
昔
は
こ
う

だ
っ
た
」
と
い
う
言
葉
が
何
度
か
聞
か
れ

ま
し
た
。Ａ
Ｅ
Ｄ
も
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

日
々
進
化
し
て
い
る
応
急
手
当
の
基
礎

知
識
を
き
ち
ん
と
理
解
し
身
に
つ
け
て
訪

問
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
栩
内　

記
）

高
梨
さ
ん
は
、
膝
に
痛
み
が
あ
り
、
何

度
か
転
倒
し
て
い
た
た
め
、
自
宅
で
の
生

活
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

介
護
保
険
の
申
請
を
し
、
高
梨
さ
ん
が

希
望
す
る
町
内
の
大
工
さ
ん
に
依
頼
し
、

住
宅
改
修
を
行
い
ま
し
た
。階

段
に
手
す
り

を
取
り
付
け
た
こ

と
で
、
上
り
下
り

が
楽
に
な
り
、
安

心
し
て
洗
濯
物
を

持
っ
て
二
階
に
上

が
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

浴
室
内
に
も
手

す
り
を
取
り
付

け
、
入
浴
用
の
椅

子
も
購
入
し
ま
し

た
。「こ

れ
で
安
心

し
て
お
風
呂
に
入

れ
る
。」
と
笑
顔

で
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、

住
宅
改
修
や
福
祉

用
具
購
入
の
手
続

き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
綿
引　

記
）

～
日
頃
の
訓
練
～

～
お
薬
カ
レ
ン
ダ
ー
を
活
用
し
て

体
調
管
理
～

平
成
30
年
度
苦
情
処
理
報
告

～
手
す
り
と
イ
ス
で
安
心
生
活
～

苦
情
処
理
体
制

袋
田
在
住
の
永
塚
き
み
い
様
は
、
今
年

で
94
歳
を
迎
え
ま
す
。
昨
年
か
ら
一
人
暮

ら
し
に
な
り
不
安
感
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
自
宅
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
、
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し

て
、
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
調
整
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
看
護
師
の
訪
問
に
よ

り
、
お
薬
カ
レ
ン
ダ
ー
に
一
週
間
分
の
薬

を
分
け
て
入
れ
、
目
に
付
き
や
す
い
場
所

に
掛
け
て
置
く
こ
と
で
、
そ
こ
か
ら
自
分

で
取
り
出
し
て
、
飲
み
忘
れ
が
無
く
服
用

す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
体
調

が
安
定
し
て
き
ま
し
た
。
趣
味
の
畑
仕
事

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
休
ま
ず
通
え
る
よ
う

に
な
り
、
活
気
が
出
て
き
ま
し
た
。

相
談
苦
情
の
内
容

◇
特
養
・
短
期
入
所

受
付
数
３
件　

解
決
数
３
件

ケ
ア
内
容
に
関
す
る
事
項

◇
久
慈
川
荘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

受
付
数
０
件　

解
決
数
０
件

◇
大
子
北
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

受
付
数
１
件　

解
決
数
１
件

職
員
の
注
意
・
配
慮
不
足

◇
訪
問
看
護
事
業
所

受
付
数
２
件　

解
決
数
２
件

職
員
の
注
意
・
配
慮
不
足

◇
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所

受
付
数
０
件　

解
決
数
０
件

◇
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

受
付
数
０
件　

解
決
数
０
件

◇
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

受
付
数
０
件　

解
決
数
０
件

◇
だ
い
ご
保
育
園

受
付
数
３
件　

解
決
数
３
件

職
員
の
注
意
・
配
慮
不
足

◇
池
田
保
育
園

受
付
数
０
件　

解
決
数
０
件

久
慈
川
荘
介
護
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

電話
72－3170

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

電話
72－3133

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

電話
72－2324

地
域
の
民
生
委
員
の
訪
問
や
近
所
の
方

の
見
守
り
も
あ
り
、
不
安
が
少
し
ず
つ
解

消
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

健
康
管
理
を
し
な
が
ら
、
楽
し
み
が
も
て

る
よ
う
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
お
手

伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（根

本　

記
）

↓苦情・相談
苦情受付窓口　綿引　大輔（特養・短期）
　　　　　　　益子　雅人（通所介護）
　　　　　　　藤田　和美（通所介護）
　　　　　　　栩内　君子（訪問介護）
　　　　　　　吹上　敦子（介護支援事業所）
　　　　　　　綿引　真澄（支援センター）
　　　　　　　荒蒔登美子（保　育）
　　　　　　　小盛　豊美（保　育）

↓報告
苦情解決責任者　管理者　大高かほる
第三者委員　　益子　一雄（元民生委員児童委員）
　　　　　　　益子　　和（ボランティア代表）
　　　　　　　大村　洋子（更正保護婦人会長）

利用者・苦情申出人

解
決
に
向
け
て
の
話
合
い

助
言
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蛭
川　

博
美
様　

鴨
志
田
嶋
之
介
様

　
　

益
子　

紀
一
様　
　

本
多　

武
夫
様

　
　

深
谷　
　

清
様　
　

綿
引　

哲
彦
様

　
　

藤
田　

芳
洋
様

　
　

伊
坂　

克
範
様　
　

飯
村　

勝
子
様

　
　

冨
永　

定
子
様　
　

藤
田　

亜
衣
様

　
　

大
森
く
に
子
様　
　

菊
池　
　

久
様

　
　

益
子　

和
代
様　
　

小
松　

正
子
様

　
　

藤
田　

信
平
様　
　

齋
藤　

善
子
様

　
　

湯
口
貞
知
子
様　

　
　

内
田
生
花
店　
　
　
　
　
　
　
　

様

　
　

奥
久
慈
茶
業
組
合　
　
　
　
　
　

様

　
　

玉
屋
旅
館　
　
　
　
　
　
　
　
　

様

　
　

大
子
町
役
場　

生
涯
学
習
課　
　

様

　
　

水
戸
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
大
子
セ
ン
タ
ー�

様

大
子
町

　
　

四
季
の
華
グ
ル
ー
プ　
　
　
　
　

様

　
　

な
か
よ
し
会　
　
　
　
　
　
　
　

様

　
　

ひ
ば
り
グ
ル
ー
プ　
　
　
　
　
　

様

　
　

大
子
美
容
組
合　
　
　
　
　
　
　

様

　
　

北
田
気
千
歳
会　
　
　
　
　
　
　

様

　
　

綿
引
富
美
子
様　
　

仁
平
由
利
子
様

　
　

谷
田
部
た
け
様　
　

大
森　

絹
子
様

　
　

藤
田　

節
代
様　
　

大
高　

す
ゑ
様

　
　

斉
藤　

光
代
様　
　

小
林　

青
山
様

水
戸
市　

斎
藤　

善
子
様　

　暑さで体力も奪われ
がちですので、体調管理に気を
付けましょう。
〝みな元気　久慈川荘のこの笑顔
夏の暑さも　負けずにすごそう〟

（編集委員会）

　

平
成
30
年
の
当
法
人
の
決
算
を
報
告
い
た
し
ま
す
。
今
後
と

も
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
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平
成
30
年
度
社
会
福
祉
法
人
清
和
会
会
計
算
書
類

流動資産 253,772,357 流動負債 79,641,358

固定資産 1,543,693,951 固定負債 70,017,450

基本財産 687,103,524 負債の部合計 149,658,808

その他の固定資産 856,590,427

基本金 130,307,003

国庫補助金等特別積立金 335,497,682

その他の積立金 590,620,000

次期繰越活動増減差額 591,382,815

(うち当期活動増減差額) △12,871,410

純資産の部合計 1,647,807,500

資産の部合計 1,797,466,308 負債及び純資産の部合計 1,797,466,308

資  産  の  部 負  債  の  部

純資産の部

平成31年3月31日現在

法人単位貸借対照表

決算(B)

介護保険事業収入 572,341,390

保育事業収入 175,253,850

障害福祉サービス等事業収入 5,841,360

経常経費寄附金収入 530,000

受取利息配当金収入 2,392

その他の収入 2,069,651

事業活動収入計(1) 756,038,643

人件費支出 527,102,508

事業費支出 166,927,460

事務費支出 35,138,890

事業活動支出計(2) 729,168,858

26,869,785

施設整備等補助金収入 1,798,000

施設整備等収入計(4) 1,798,000

固定資産取得支出 62,783,440

ファイナンス・リース債務の返済支出 9,544,752

施設整備等支出計(5) 72,328,192

△70,530,192

積立資産取崩収入 319,409,038

その他の活動による収入 3,636,430

その他の活動収入計(7) 323,045,468

積立資産支出 233,200,000

その他の活動による支出 3,758,640

その他の活動支出計(8) 236,958,640

86,086,828

―

42,426,421

171,816,330

214,242,751

支
出

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

施設整備等資金収支差額(6)=(4)一(5)

事業活動資金収支差額(3)=(1)一(2)

勘定科目

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
 
入

支
 
出

法人単位資金収支計算書

(自)平成30年4月1日(至)平成31年3月31目

支
出

当期末支払資金残高(11)+〔12)

前期末支払資金残高(12)

予備費支出(10)

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)一(10)

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

その他の活動資金収支差額(9)=(7)一(8)

当年度決算(A)

介護保険事業収益 571,927,090
保育事業収益 175,253,850
障害福祉サービス等事業収益 6,255,660
経常経費寄附金収益 530,000

サービス活動費用計（1） 753,966,600
人件費 530,750,623
事業費 166,927,460
事務費 35,138,890
減価償却費 58,457,863
国庫補助金等特別積立金取崩額 △21864783

サービス活動費用計（2） 791,274,836

受取利息配当金収益 2,392
その他のサービス活動外収益 2,069,651

サービス活動外収益計（4） 2,072,043
サービス活動外費用計（5）

2,072,043
△13371410

施設整備等補助金収益 1,798,000

固定資産受贈額 500,000

特別収益計（8） 2,298,000
国庫補助金等特別積立金取崩額 1,798,000

特別費用計（9） 1,798,000
500,000

△12871410
518,045,187
505,173,777

319,409,038
233,200,000
591,382,825

(単位:円)

勘定科目

サ
ー

ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
益

費
用

サービス活動増減差額（3）=（1）-（2）

サ
ー

ビ
ス
活
動
外

増
減
の
部

収
益

サービス活動外増減差額（6）＝（4）-（5）

費
用

その他の積立金取崩額（16）

費
用

経常増減差額（7）＝（3）+（6）

特
別
増
減
の
部

収
益

特別増減差額（10）＝（8）-（9）

次期繰越活動増減差額（17）＝（13）+（14）+（15）-（16）

法人単位事業活動計算書

(自)平成30年4月1日(至)平成31年3月31日

当期活動増減差額（11）＝（7）+（10）

繰
越

前期繰越活動増減差額（12）

当期末繰越活動増減差額（13）＝（11）+（12）

基本金取崩額（14）

繰
越
活
動

増
減
差
額

その他の積立金取崩額（15）
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本誌に掲載している写真等につきましては、ご本人またはご家族の同意を得ています。


